
グラフィック社・3月の新刊

　食が“印刷”されることが当たり前になった2055年の世界を、

SF思考で描く、未来のフードテック本。　

　介護食、災害食、食育、肥満対応、食品ロス、代替タンパク

源 などのテーマに分け、３Dフードプリンターによって可能に

なるであろう未来の食卓を、３Dフードプリンターの第一人者

が予想するアカデミックなSFフードテック本。

　食の未来を「かたちが変わる」「原材料がかわる」「時空間が

変わる」「食生活が変わる」の４ステージに分け、全24の

未来食を提言。本物さながらに作られた「時空そば」や

「培養肉しゃぶしゃぶ」、「古生物のミックスグリルなど」

食品サンプルも必見です。

１ 斬新なかたちをデザイン
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 石川伸一・石川繭子 著クック・トゥ・ザ・フューチャー
3Dフードプリンターが予測する24の未来食

２　時間によって変形 3 食品ロスを削減 4  新奇食材の利用を促進

5 時間や場所の制限がない 6  データやAIを活用 7  個人に最適化  8  楽しみを増強

精密料理を構築するフードデザイナー
の登場

食べものがトランスフォームする
おいしさ

生産・加工・流通をスキップし、
いきなり消費へ

食文化の連続性を維持して
新奇性を受け入れる

無駄を省き、いつでもどこでも
食べられる

食べてもなくならない料理が
できたら

真に求められる「テーラーメイド食」 食の楽しみの未来について考える


